
        国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

    

      

      

         起承転結 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所  日南市園田3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588         会長 入中英雄 

環境月間 

第3327回例会 №34 2023.04.12  曇り 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「それでこそロータリー」 

四 つ の テ ス ト  竹井崇利 君 

ビ ジ タ ー 中川彰伸（宮崎東RC） 

例 会 行 事 結婚・誕生者卓話(PART2) 

 

会長時間 

イマジンロータリー 

春を通り越して初夏の気温になる日もありますが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

先日9日、日曜日に高鍋に中部グループ・南部グループ合同のロータリーインターシティミーティング、通称

ＩＭに日南ロータリークラブからは、土屋君、竹井君、井野畑君、簗瀬君、豊田君、斉藤君と私の７名で参加

してまいりました。 

宮崎県男女共同参画センター所長、冨山幸子氏の講演がありテーマはジェンダー平等が社会を救うという

ものでした。ダイバーシティとインクルージョンとは多様な人材を受け入れその能力を発揮させる考え方を

話されました。とてもためになり、良かったと思います。 

4月は環境月間ですので環境のことについてお話ししたいと思います。正直、環境問題が何なのかよくわか

らないし、日々の生活にはそれほど関係ないと思われている方もいらっしゃるかもしれません。しかし環境問

題にはいろいろな要因や種類があると思います。そのほとんどは私たち人間が利便性を追求したことからで

はないでしょうか。人間がより住みやすい社会を作るための代償ではないかと考えます。今世界で起きている

主な環境問題は、1．地球温暖化、2．海洋汚染、3．水質汚染、4．大気汚染、5．森林破壊などがあります。 

環境問題が大々的に取り沙汰されるようになったのは、先進国を筆頭に著しく工業化及び都市化が進んだ１

９７０年代頃からだそうです。急激な経済成長と引き換えに公害による環境破壊が進行し、各国の政府が危機

感を抱き始めたことをきっかけに国連によるストックホルム会議やナイロビ会議、そして地球サミットなど

の環境問題について議論する場が設けられ、環境問題の解決は国際的にも重要課題となっています。 

• 地球温暖化は、人為的な事で増え過ぎた温室効果ガスの影響により地球全体の気温が上昇する現象で

す。地球温暖化の原因である温室効果ガスは元から地球に存在しており、地球上の生物たちが生命活

動を問題なく行える気温を保つためには必要不可欠なものです。しかしながら20世紀の産業革命以降、

先進国が利便性の高い社会を作るために大量の化石燃料を使用し投じた結果が必要以上の温室効果

ガスを排出し、数々の気候変動や異常気象を招くはめになったのではないでしょうか？ 

• 海洋汚染は人間によって海に廃棄された石油、ごみ、生活括排水などが海域を汚染し巡り巡って海洋

生物たちの生態系のバランスを現象のことです。海の中に廃棄された物質が蓄積されていくと、魚な

どの生物たちは産卵する場所を失くし、ごみや油などを飲んでそのまま命を落としてしまうケースも

あり、結果海洋生物は減少し漁業は衰退するなどこのまま海洋汚染に対して何の対策も取らなかった

場合、2050年には海洋生物よりもごみの方が多くなると言われています。 

• 水質汚染で日本では水質汚染を起こす原因の70％は生活排水であることが分かっていて、中でも台所

から流れ出るしょう油などの調味料、食用油、米のとぎ汁などの影響が大きいそうです。さらに地下

水などが地面に浸透した場は土壌汚染という形で二次汚染を引き起こすこともあります。 



• 大気汚染は車の排気ガスや工場から排出される煙と有害物質で空気が汚れてしまうことです。空気中

に流れ出ると地球環境を壊すだけでなく人体に悪影響を及ぼすことになります。 

• 森林破壊は、土地開発や木材の商業利用で人為的な森林伐採焼失などが原因で劣化及び縮小してしま

うことです。現在世界では1週間で東京都とほぼ同じ面積の森林が失われているそうです。森林破壊

で引き起こされることは、野生動物の減少と絶滅です。森林の中は多くの希少な生物が絶妙なバラン

スの中で共生しているため、一種でも生物が絶滅すれば芋ずる式に他の種も絶滅してしまうこともさ

れます。そしてもう一つは森を構成する樹木には光合成する過程で空気中の二酸化炭素を取り込み蓄

えるという性質があります。森林には地球温暖化の進行を食い止める力がありますが、伐採・焼失等

により森林がなくなると空気中の二酸化炭素が吸収されなくなり結果的に地球温暖化が進むことに

繋がってしまいます。 

環境問題を解決するためには、私たちが世界中で起こっていることを知って、受け止め、今の私たちが何をす

ればいいのかを考えることが大切だと思いました。未来に繋げるためにも、より深く地球にやさしいことを考

え、実行していくことが大事だと改めて思いました。 

 

幹事報告 

1） 小林ロータリークラブより例会場変更お知らせが届いております。 

2） 理事会で、古澤昌子君、鬼束忠男君、甲斐信之君の出席義務規定を免除しました。 

 

スマイル 

 簗瀬 敦君 先日IMの終了後、懇親会を入中、斉藤、土屋、豊田、井野畑、簗瀬の6名で行いました。そ

の時の残金をスマイルします。 

 井野畑善順君 4/8（土）は宮崎で食事会の予定で楽しみにしていましたが、なんと！前夜に奥歯の金属の

被せ物が外れてしまいました。急遽、田島先生にラインをしてお願いし、翌朝治療して頂きま

した。お陰様で美味しい肉をたっぷり頂き事が出来ました。 

 

例会行事    結婚・誕生者卓話ＰＡＲＴ２ 

   石灘寛樹君（結婚） 

4月 5日で結婚12年目になりました。妻から「よく持ったね。」と毎年のように言

われますが、これもひとえに私のニンタイのたまものであります。 

 妻からは「たまには食事を作りなさい。」といわれるので、食事を作ってみるので

すが、ことごとくダメ出しをされます。それでも繰り返しチャレンジする私。これを

ニンタイとよばずしてなんといいましょうか。料理の上手な男子を心から尊敬してい

ます。 

   野崎正彦君（誕生） 

こんにちは、誕生日のお祝いありがとうございます、今年で77歳に成ります。もう

少し元気で頑張りたいと思います。 

人生とは出会いで有ると思います、JCに入会して、多くの先輩から指導して頂き、

多くの事を勉強させて頂きました。地域の人と、会を通じて、伝統行事を開催し、親

睦を深め合い、RCに入会させて頂き、多くの先輩から指導して頂き感謝しておりま

す、人との出会いが、大切だと思います。これからも、残り人生頑張って過ごして行きたいです。 

 

   竹井崇利君（結婚・誕生） 

私は昭和32年生まれです。昭和30年代はどういう時代だったのかお話し致します。 

昭和31年の「経済白書」で「もはや戦後ではない」という言葉が一大流行語となった。 

そして、「三種の神器」電気冷蔵庫、電気洗濯機、テレビが憧れの生活のシンボルとな

った。 

当時の高校生の初任給は5900円です。白黒テレビは129,000円、電気冷蔵庫は74,000

円、電気洗濯機は30,000円、自動車は1,000,000円です。今の高校生初任給200,000円に

換算すると、白黒テレビは4,200,000円、電気冷蔵庫は912,000円、電気洗濯機は150,000円、自動車はなんと



166,666,000円になります。 

また、昭和30年代は貧しかったけれど、心は豊かだったと言えます。そして、貧しくても夢と希望にあふ

れていたとも言えます。頑張れば夢が実現する。誰もが夢を持っていた時代です。「いつでも夢を」橋幸夫・

吉永小百合の歌が大ヒットしたのは当時の世相を反映した物だと思います。 

「ALWAYS」三丁目の夕日が大ヒットしたのは、何か？昭和30年代を知らない。若い人たちに絶賛されたの

は何故か？それは今の時代に忘れられがちな家族の情愛や、人と人との温かいつながりが映画を通して、若者

の心に響いたのではないかと思います。 

 

ＩＭ参加 

 4月9日（日）高鍋町たかしんホール高鍋中央公民館にて、宮崎県中部グループ・南部グループＩＭが開催

されました。当クラブから7人参加しました。参加された皆さんご苦労様でした。 

 

 
 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

今 週 27 7 20 18 0 2 18 90.0％ 

出席免除 落丸、鬼束、甲斐、清水、土屋、古澤、渡邊 

先取ＭＵ なし 

欠 席 榎木田、中山 
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会長：入中英雄  副会長：黒岩久登  幹事：斉藤篤史  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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